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間平均の実践回数、一回の平均実践時間はそれぞれ

１２.９±７.８週間、２.２±１.８回/週、５４.７±２９.８分で、実践

内容として身体運動、呼吸法、瞑想を行った者は、

１,１１０名（９７.６％）、９５２名（８３.７％）、４６８名（４１.２％）

であった。「マタニティヨガを経験して、今回出産さ

れたお子様に対し愛情が深まったと感じますか？」と

いう質問に対し、「はい」「どちらともいえない」「いい

え」と回答した者はそれぞれ４１１名（３６.１％）、６２１名

（５４.６％）、９４名（８.３％）であった。

　また１２種類の代替医療のいずれかを実践していた

者は、１,２８９名（２３.６％）に認められ、その上位３項

目はソフロロジー法４６８名（８.６％）、マッサージ３５４

名（６.５％）、アロマテラピー３０１名（５.５％）であっ

た。SOC-３の平均値は、１６.０±２.９であり、また主観的

幸福度の平均値は、８.８±１.３であった。

【考　察】

　マタニティヨガ実践者は２０.８％で、過去の途中集計

とほぼ同じ割合（２０.２％：平成２５年１０月１８日時点、

１９.６％：平成２４年８月３１日時点）を示した。エコチ

ル調査における周産期データの全固定が２０１５年末予

定であり、周産期予後と連結させた解析を２０１６年度

中に実施し、マタニティヨガ実践による周産期予後へ

の影響を今後解析していく。
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【目　的】

　多包虫は中間宿主の体内において、補体系による傷害

機構を回避して増殖する。宿主の補体経路においては、

１５） マタニティヨガの周産期予後改善効果に関する
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【目　的】

　マタニティヨガ実践の効果について、海外からは低

出生体重児や早産の割合が少ない１）ことや、妊娠高血

圧症候群、子宮内胎児発育遅延の予防効果がある２）と

の報告があるが、国内からはそのような報告は認めら

れていない。そこで今回、環境省の「子どもの健康と

環境に関する全国調査」（以下エコチル調査）という出

生コホート研究の北海道ユニットセンター（ＵＣ）に

おいて、マタニティヨガ実践妊婦の割合を調査し、エ

コチル全体調査で得られる周産期結果とデータを連結

させ、その周産期予後への影響を明らかにすることを

目的として調査を行った。

【方　法】

　本研究は「エコチル調査」北海道ＵＣの独自追加調

査として、北海道ＵＣ参加者を対象に、その出産後に、

マタニティヨガ実践に関する自記式質問票調査を実施

した。なお質問票において、他の代替医療（ラマーズ

法、ソフロロジー法、アロマセラピー、マタニティス

イミング、マタニティビクス、マッサージ、鍼灸、気

功、太極拳、瞑想、催眠療法、自律訓練法のいずれか）

の 実 践、スト レ ス 処 理 能 力３）（SOC-３；Sense of 

Coherence, ３-２１の値を示し、高いほどストレス処理能

力が高い）、主観的幸福度（0-１０の値を示し、高いほ

ど主観的幸福感が高い）についても調査を行った。

【結　果】

　調査は平成２４年３月２１日から平成２７年７月７日

まで行われた。エコチル調査北海道ＵＣ参加者　

８,３６２名の内、死産や流産、研究脱落その他の理由で

調査が行われなかったものを除く７,５７１名に質問票を

配布し、５,４７０名より回答を得た（回答率７２.２％）。

　５,４７０名のうち、「妊娠１５週前後までにマタニティ

ヨガについて、やってみたいという気持ちはありまし

たか？」という質問に対し、３,８５０名（７０.４％）が

「あった」と回答した。マタニティヨガを実践していた

のは１,１３７名（２０.８％）で、その学習方法は６８５名

（６０.２％）が指導者に習い、４４６名（３９.２％）が本・Ｄ

ＶＤ等で自習をしたと回答した。平均実践週数、一週
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った。この分子は虫体細胞内に局在し、自身のプロテ

アーゼ活性を調節する役割を果たすと考えた。これに

対して、新たに見出した多包虫Serpin２ Emuおよび

Serpin３Emuについては虫体外への分泌が確認された

ことから、宿主との相互作用に関与している可能性が

示唆された。しかしながら、組み換えタンパク質が不

溶性となり、機能解析には至らなかった。今後、可溶

性タグ付加タンパク質を作成することで、各種セリン

プロテアーゼ阻害能および補体活性阻害能を調べたい。

【文　献】

Merckelbach and Ruppel. 2007. Biochemical properties of 

an intracellular serpin from Echinococcus multilocularis. 

Mol. Biochem. Parasitol. １５６．８４-８８．

　

セリンプロテアーゼが重要な働きを担うことが知られ

ている。古典経路を開始するＣ１ｒとＣ１ｓ、代替経路にお

けるＢ因子およびＤ因子、レクチン経路におけるＭＡＳＰ

１および２は全てセリンプロテアーゼとして機能する。

多包虫のセリンプロテアーゼインヒビター（serpin）フ

ァミリー分子がこれらのプロテアーゼを阻害すること

で宿主の補体活性を抑制している可能性を検討した。

【方　法】

　多包虫ゲノムならびにトランスクリプトームデータ

から、serpinファミリー分子と相同な配列を探索した

ところ、既知のSerpinEmu（Merckelbach and Ruppel. 

２００７）に加えて２つの配列を見出し、Serpin２Emuお

よびSerpin３Emuと名付けた。多包虫ｃＤＮＡからそれ

ぞれの分子のコード領域をクローニングし、Hisタグ

付加タンパク質として大腸菌発現系を用いて発現させ

た。これらの組み換えタンパク質に対するウサギ抗体

を作成し、ウエスタンブロットにより多包虫での発現

を確認した。さらに、これらのタンパク質が虫体外に

分泌されているか調べた。また、作成した組み換えタ

ンパク質のうち、rSerpinEmuのみが可溶性となったた

め、これについてトリプシン、キモトリプシン阻害活

性を調べた。また、補体活性測定キットを用いて、各

経路における活性阻害能を評価した。

【結　果】

　それぞれの組み換えタンパク質に対するウサギ抗体

を用いたウエスタンブロットの結果、SerpinEmuは細

胞内に、Serpin２EmuおよびSerpin３Emuは細胞内およ

び虫体外分泌フラクション中に発現が認められた。ま

た、得られた組み換えタンパク質のうち、rSerpinEmu

は大腸菌において可溶性タンパク質として発現した。

これを精製し、トリプシン活性阻害能を有することを

確認した。しかしながら、いずれの経路においても補

体活性阻害能は確認されなかった。rSerpin２および

３Emuについては大腸菌が封入体を形成し、不溶性と

なった。酵母による発現も試みたが、いずれの分子も

可溶性の組み換えタンパク質は得られなかった。

【考　察】

　既知のSerpinEmuについては、トリプシン阻害活性

を有しているが補体活性阻害能を持たないことが分か
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